




























































特性のために水田の比重がかなり高い。1927 年においては農地 2 万 7683 町歩のうち、水

















非常に発達した。1927 年現在、総耕地のうち、自作地が 35％、小作地が 65％であった。




1927 年現在、小作農が 42.6％、自小作農が 37.2％、自作農が 18.3％、地主が 1.9％であっ
 2 羅州地域の近代的社会変動については、河元鎬他『韓末日帝下 羅州地域의 社会変動研究』（2008）参照。
 3 『全南事情志』。
 4 羅州地域の農業生産構造に対しては鄭勝振「19-20세기 전반 農民経営의 変動様相」（『経済史学』25、
2003）参照。
 5 『朝鮮の市場経済』128 頁。
